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判断基準が法令の定めに言い尽くされている場合の当該法令の規定 

 

審査基準（申請に対する処分関係） 

 

資料番号 ８ 担当課 県民生活課 

法令名 特定非営利活動促進法 根拠条項 63条1項、2項 
許認可等

の内容 
合併の認定 

特定非営利活動促進法 

（認定の基準） 

第四十五条 所轄庁は、前条第一項の認定の申請をした特定非営利活動法人が次の各号に掲げる 

基準に適合すると認めるときは、同項の認定をするものとする。 

一 広く市民からの支援を受けているかどうかを判断するための基準として次に掲げる基準の 

いずれかに適合すること。 

イ 実績判定期間（前条第三項に規定する実績判定期間をいう。以下同じ。）における経常収 

入金額（（１）に掲げる金額をいう。）のうちに寄附金等収入金額（（２）に掲げる金額（内 

閣府令で定める要件を満たす特定非営利活動法人にあっては、（２）及び（３）に掲げる金 

額の合計額）をいう。）の占める割合が政令で定める割合以上であること。 

（１） 総収入金額から国等（国、地方公共団体、法人税法（昭和四十年法律第三十四号） 

別表第一に掲げる独立行政法人、地方独立行政法人、国立大学法人、大学共同利用機関 

法人及び我が国が加盟している国際機関をいう。以下この（１）において同じ。）からの 

補助金その他国等が反対給付を受けないで交付するもの（次項において「国の補助金等」 

という。）、臨時的な収入その他の内閣府令で定めるものの額を控除した金額 

（２） 受け入れた寄附金の額の総額（第四号ニにおいて「受入寄附金総額」という。）か 

ら一者当たり基準限度超過額（同一の者からの寄附金の額のうち内閣府令で定める金額 

を超える部分の金額をいう。）その他の内閣府令で定める寄附金の額の合計額を控除した 

金額 

（３） 社員から受け入れた会費の額の合計額から当該合計額に次号に規定する内閣府令 

で定める割合を乗じて計算した金額を控除した金額のうち（２）に掲げる金額に達する 

までの金額 

ロ 実績判定期間内の日を含む各事業年度における判定基準寄附者（当該事業年度における 

同一の者からの寄附金（寄附者の氏名（法人にあっては、その名称）その他の内閣府令で 

定める事項が明らかな寄附金に限る。以下このロにおいて同じ。）の額の総額（当該同一の 

者が個人である場合には、当該事業年度におけるその者と生計を一にする者からの寄附金 

の額を加算した金額）が政令で定める額以上である場合の当該同一の者をいい、当該申請 

に係る特定非営利活動法人の役員である者及び当該役員と生計を一にする者を除く。以下 

同じ。）の数（当該事業年度において個人である判定基準寄附者と生計を一にする他の判定 

基準寄附者がいる場合には、当該判定基準寄附者と当該他の判定基準寄附者を一人とみな 

した数）の合計数に十二を乗じてこれを当該実績判定期間の月数で除して得た数が政令で 

定める数以上であること。 

ハ 前条第二項の申請書を提出した日の前日において、地方税法（昭和二十五年法律第二百 

二十六号）第三十七条の二第一項第四号（同法第一条第二項の規定により都について準用 

する場合を含む。）に掲げる寄附金又は同法第三百十四条の七第一項第四号（同法第一条第 

二項の規定により特別区について準用する場合を含む。）に掲げる寄附金を受け入れる特定 

非営利活動法人としてこれらの寄附金を定める条例で定められているもの（その条例を制 

定した道府県（都を含む。）又は市町村（特別区を含む。）の区域内に事務所を有するもの 

に限る。）であること。 

二 実績判定期間における事業活動のうちに次に掲げる活動の占める割合として内閣府令で定

める割合が百分の五十未満であること。 



イ 会員又はこれに類するものとして内閣府令で定める者（当該申請に係る特定非営利活動 

法人の運営又は業務の執行に関係しない者で内閣府令で定めるものを除く。以下この号に 

おいて「会員等」という。）に対する資産の譲渡若しくは貸付け又は役務の提供（以下「資 

産の譲渡等」という。）、会員等相互の交流、連絡又は意見交換その他その対象が会員等で 

ある活動（資産の譲渡等のうち対価を得ないで行われるものその他内閣府令で定めるもの 

を除く。） 

ロ その便益の及ぶ者が次に掲げる者その他特定の範囲の者（前号ハに掲げる基準に適合す 

る場合にあっては、（４）に掲げる者を除く。）である活動（会員等を対象とする活動で内 

閣府令で定めるもの及び会員等に対する資産の譲渡等を除く。） 

（１） 会員等 

（２） 特定の団体の構成員 

（３） 特定の職域に属する者 

（４） 特定の地域として内閣府令で定める地域に居住し又は事務所その他これに準ずる 

ものを有する者 

ハ 特定の著作物又は特定の者に関する普及啓発、広告宣伝、調査研究、情報提供その他の 

活動 

ニ 特定の者に対し、その者の意に反した作為又は不作為を求める活動 

三 その運営組織及び経理に関し、次に掲げる基準に適合していること。 

イ 各役員について、次に掲げる者の数の役員の総数のうちに占める割合が、それぞれ三分 

の一以下であること。 

（１） 当該役員並びに当該役員の配偶者及び三親等以内の親族並びに当該役員と内閣府 

令で定める特殊の関係のある者 

（２） 特定の法人（当該法人との間に発行済株式又は出資（その有する自己の株式又は 

出資を除く。）の総数又は総額の百分の五十以上の株式又は出資の数又は金額を直接又 

は間接に保有する関係その他の内閣府令で定める関係のある法人を含む。）の役員又は 

使用人である者並びにこれらの者の配偶者及び三親等以内の親族並びにこれらの者と 

内閣府令で定める特殊の関係のある者 

ロ 各社員の表決権が平等であること。 

ハ その会計について公認会計士若しくは監査法人の監査を受けていること又は内閣府令 

で定めるところにより帳簿及び書類を備え付けてこれらにその取引を記録し、かつ、当該 

帳簿及び書類を保存していること。 

ニ その支出した金銭でその費途が明らかでないものがあることその他の不適正な経理と 

して内閣府令で定める経理が行われていないこと。 

四 その事業活動に関し、次に掲げる基準に適合していること。 

イ 次に掲げる活動を行っていないこと。 

（１） 宗教の教義を広め、儀式行事を行い、及び信者を教化育成すること。 

（２） 政治上の主義を推進し、支持し、又はこれに反対すること。 

（３） 特定の公職の候補者若しくは公職にある者又は政党を推薦し、支持し、又はこれら 

に反対すること。 

ロ その役員、社員、職員若しくは寄附者若しくはこれらの者の配偶者若しくは三親等以内 

の親族又はこれらの者と内閣府令で定める特殊の関係のある者に対し特別の利益を与え 

ないことその他の特定の者と特別の関係がないものとして内閣府令で定める基準に適合 

していること。 

ハ 実績判定期間における事業費の総額のうちに特定非営利活動に係る事業費の額の占め 

る割合又はこれに準ずるものとして内閣府令で定める割合が百分の八十以上であること。 

ニ 実績判定期間における受入寄附金総額の百分の七十以上を特定非営利活動に係る事業 

費に充てていること。 

五 次に掲げる書類について閲覧の請求があった場合には、正当な理由がある場合を除いて、 

当該書類（イに掲げる書類については、これらに記載された事項中、個人の住所又は居所に 

係る記載の部分を除いたもの）をその事務所において閲覧させること。 

イ 事業報告書等、役員名簿及び定款等 

ロ 前条第二項第二号及び第三号に掲げる書類並びに第五十四条第二項第二号から第四号ま 

でに掲げる書類及び同条第三項の書類 

六 各事業年度において、事業報告書等を第二十九条の規簿及び書類を保存していること。 



七 法令又は法令に基づいてする行政庁の処分に違反する事実、偽りその他不正の行為により 

利益を得、又は得ようとした事実その他公益に反する事実がないこと。 

八 前条第二項の申請書を提出した日を含む事業年度の初日において、その設立の日以後一年 

を超える期間が経過していること。 

九 実績判定期間において、第三号、第四号イ及びロ並びに第五号から第七号までに掲げる基 

準（当該実績判定期間中に、前条第一項の認定又は第五十八条第一項の特例認定を受けてい 

ない期間が含まれる場合には、当該期間については第五号ロに掲げる基準を除く。）に適合し 

ていること。 

２ 前項の規定にかかわらず、前条第一項の認定の申請をした特定非営利活動法人の実績判定期 

間に国の補助金等がある場合及び政令で定める小規模な特定非営利活動法人が同項の認定の 

申請をした場合における前項第一号イに規定する割合の計算については、政令で定める方法に 

よることができる。 

 

 

参考 

第六十三条 認定特定非営利活動法人が認定特定非営利活動法人でない特定非営利活動法人と 

合併をした場合は、合併後存続する特定非営利活動法人又は合併によって設立した特定非営利 

活動法人は、その合併について所轄庁の認定がされたときに限り、合併によって消滅した特定 

非営利活動法人のこの法律の規定による認定特定非営利活動法人としての地位を承継する。 

２ 特例認定特定非営利活動法人が特例認定特定非営利活動法人でない特定非営利活動法人（認 

定特定非営利活動法人であるものを除く。）と合併をした場合は、合併後存続する特定非営利活 

動法人又は合併によって設立した特定非営利活動法人は、その合併について所轄庁の認定がさ 

れたときに限り、合併によって消滅した特定非営利活動法人のこの法律の規定による特例認定 

特定非営利活動法人としての地位を承継する。 

３ 第一項の認定を受けようとする認定特定非営利活動法人又は前項の認定を受けようとする 

特例認定特定非営利活動法人は、第三十四条第三項の認証の申請に併せて、所轄庁に第一項の 

認定又は前項の認定の申請をしなければならない。 

４ 前項の申請があった場合において、その合併がその効力を生ずる日までにその申請に対する 

処分がされないときは、合併後存続する特定非営利活動法人又は合併によって設立した特定非 

営利活動法人は、その処分がされるまでの間は、合併によって消滅した特定非営利活動法人の 

この法律の規定による認定特定非営利活動法人又は特例認定特定非営利活動法人としての地位 

を承継しているものとみなす。 

５ 第四十四条第二項及び第三項、第四十五条、第四十七条から第四十九条まで並びに第五十四 

条第一項の規定は第一項の認定について、第五十八条第二項において準用する第四十四条第二 

項及び第三項、第五十九条並びに前条において準用する第四十七条から第四十九条まで及び第 

五十四条第一項の規定は第二項の認定について、それぞれ準用する。この場合において、必要 

な技術的読替えその他これらの規定の適用に関し必要な事項は、政令で定める。 

 

 


